
 

 

Ⅱ 第２回中間評価の方法について 

１ 指標の評価方法について 

○ ４つの主要課題の下に設定された６７の指標（７２項目）について、第１回中間

評価時の数値及び策定時の現状値と比較するために、既存の統計資料の確認及び厚

生労働科学研究等による調査を実施し、以下①～③の手順で分類し、分析・評価を

行った。 

 

① 直近値を第 1 回中間評価時の数値と比較して、「Ａ. 良くなっている」、「Ｂ. 悪

くなっている又は変わらない」、「Ｃ. 評価が困難（数値化されていない等）」、「Ｄ.

調査未実施」に分類した。 

② 次に、Ａ又はＢに分類した直近値を策定時の現状値と比較して、「１. 良くなっ

ている」、「２. 悪くなっている又は変わらない」、「３. 第１回中間評価時に新た

に定めた指標又は集計方法が異なるため比較困難」に分類した。 

③ ①～②の作業を行い、今後の対応の方向性について検討した。（参考資料１） 

 

○ 各指標について、「結果」（直近値が目標に対してどのような動きになっているか）、

「分析」（施策や各種取組との関連を見て、データの変化の根拠を分析）、「評価」（目

標に対する直近値をどう読むか）について記載し、さらに「調査・分析上の課題」

と「目標達成のための課題」を明確にした。（参考資料２） 
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２ 新たな指標と新たな目標値の設定について 

○ 母子保健分野の新たな課題に対応する指標の設定について検討を行い、追加する

ことが適当であるとした指標については、直近値を明らかにしつつ、２０１４年（平

成２６年）までの目標値を設定することとした。 

 

○ 計画期間が２０１４年（平成２６年）まで延長されたため、２０１０年（平成２

２年）までの目標値を踏まえ、２０１４年（平成２６年）までの目標値について一

部新たに設定することとした。具体的には、「増加傾向」、「減尐傾向」等としていた

目標値を、可能な限り、第１回中間評価時の数値や直近値を踏まえ、２０１４年（平

成２６年）までに達成すべき数値を設定した。 

 

○ これまでに設定されていたた２０１０年（平成２２年）までの目標の評価につい

ては、第２回中間評価とほぼ同時期であることから、第２回中間評価をもって代え

ることとした。 

 

 

３ 「健やか親子２１」関係者の取組について 

○ 取組の分析・評価については、健やか親子２１推進協議会（以下「協議会」とい

う。）に参加している８５団体、都道府県、政令市・特別区、市町村を対象にアンケ

ート調査を実施し、効果的・効率的な活動の方策について分析・評価することとし

た。 

 

○ 取組状況と今後５年間の目標を明らかにするために、協議会に参加しているいく

つかの団体に対してインタビュー調査を実施した。なお、調査は、現状を把握する

ためのものであり、団体間の比較を行うためのものではない。 
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